（コンサルタント等業務用）

別記様式１
通常型指名競争入札指名業者選定理由書

	業務名
	
	業務種別
	

	履行場所
	
	業務部門
	

	整理日
	平成　　年　　月　　日
	
	業務担当課
	

	指名基準等
	共通選定条件
	

	１　競争入札参加資格者
	○○業務の△△部門で認定した者
	

	２　広島市の市税並びに消費税及び地方消費税の滞納状況
	証明年月日が入札参加資格確認申請書の提出日から３か月前の日以降の納税証明書で、納付すべき「広島市の市税」並びに「消費税及び地方消費税」について滞納がない旨の証明書が提出できない者でない
	

	３　不正又は不誠実な行

為等の有無
	①　指名停止期間中の者でない
	

	
	②　営業停止期間中の者でない
	

	
	③　その他広島市建設コンサルタント等業務競争入札取扱要綱（以下「要綱」という。）第２８条第２号に該当する者でない
	

	４　経営状況
	①　不渡りや当座取引停止等の事実があり、経営状況が健全でない者でない
	

	
	②　会社更生法又は民事再生法に基づく更生手続又は再生手続の申立てを行った者については、競争入札参加資格の再認定を受けているもの
	

	５　手持ち業務及び技術者の状況
	当該業務に配置できる管理技術者又は照査技術者がいないことが明らかな者でない
	

	６　当該業務に対する技術的適性
	①　過去３年間において本市の同種業務の指名を受けるなど履行能力があると認められる者
	

	
	②　概ね過去１年間の同程度の条件下における同種業務において円滑かつ適切な履行が行われなかったなど、本件業務の技術的適性が低いと認められる者でない
	

	７　安全管理の状況
	安全管理の改善に関して請負者として不適当と認められるなど、要綱第２８条第７号に該当する者でない
	

	指名基準等
	個別選定条件
	

	８　当該業務に対する地理的条件（一般）
	
	

	上記条件を満たす者の中から、下記の条件で選定した

	指名基準等
	個別選定条件
	指名業者名

	(1)


	
	㈱○○設計、□□コンサル㈱、△△コンサルタント㈲

	(2)


	
	㈱○○設計、□□コンサル㈱、△△コンサルタント㈲

	合計選定数（要綱第３０条の規定による）
	○者


＜特記事項＞
（例：設計金額から、要綱第３０条の規定により□者選定すべきところ、上記条件を満たす者は○者しかいないため、それらすべての者を選定した。）





公表用の選定理由書にあっては、Ａ、Ｂ、Ｃ等の記号を上から順番に記載する。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜公表用＞


指名業者名�
�
指名業者名�
�
㈱○○設計、□□コンサル㈱、△△コンサルタント㈲�
�
A


B


C�
�
㈱○○設計、□□コンサル㈱、△△コンサルタント㈲�
�
A


B


C�
�



※　選定理由書を作成する際は、この欄は削除して使用すること。
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